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資料６－２

青森・岩手県境不法投棄現場の環境再生検討についての参考資料

①青森・岩手県境不法投棄現場の概要

○場所

○現場面積 １１ヘクタール（岩手県側１６ヘクタール）

○廃棄物の推定数量 ６７．１万㎥（岩手県側２５．６万トン）

○廃棄物の内容 堆肥様物、焼却灰、汚泥、RDF様物（ごみ固形化燃料の粗悪品）

②田子町の概要（田子町の交通アクセス、基幹産業等）

http://www.town.takko.aomori.jp/txt/b01.htm（参考別紙）

○現場のアクセス

・八戸市―〔国道１０４号〕―田子町―〔県道道前浄法寺線他〕―現場

約35.4ｋｍ・約50分 約15.2ｋｍ・20分

・東北自動車道八戸線浄法寺IC（岩手県二戸市）―〔県道道前浄法寺線他〕―現場

約16.6ｋｍ・20分

③原状回復事業について

この原状回復事業は、原因者に負担能力がないため、青森県が行政代執行事業として

「特定産業廃棄物に起因する支障の除去等に関する特別措置法」に基づき、国の補助を

受けて実施しています。

事業費は約４３４億円（県：約６割、国：約４割）を見込んでいます。廃棄物及び

汚染土壌は全量撤去を基本とし、法律の期限である平成２４年度までに撤去・処理を完

了することとしており、計画的に作業を進めています。

④原状回復事業後の環境再生について

原状回復事業は、不法投棄された産業廃棄物に起因する生活環境の支障の除去を行う

までの事業で、その後の現場の跡地利用については、環境再生事業としてこれから検討

していこうとしているものです。

また、原状回復事業に多額の税金が投入されることや、青森県財政が極めて厳しい状

況にあることから、県民の理解が得られる合理的な方策が求められています。
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⑤現場付近の月別平均気温、月別降雨量・降雪量

（隣接する三戸町のデータ）

H10～19 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

平均気温(℃) -1.9 -1.2 2.3 8.9 14.4 18.4 21.4 23.3 19.1 12.2 5.9 0.4

平均降雨量(mm) 58.5 39.7 75.0 63.7 87.5 92.7 183.1 144.0 183.9 134.0 77.7 62.7

平均降雪量(cm) 123.1 107.8 103.1 10.1 2.2 62.3

出典：気象庁三戸観測所

平成１０～１９年までの気温、降雨量、降雪量(三戸町)

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

降
雨
量
(m
m
)　
降
雪
量
(c
m
)

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

気
温
(℃
)

降雨量 降雪量 気温



- 3 -

⑥現場の地形

○昭和５１年（不法投棄前）

○平成１５年（不法投棄後）
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○原地形図（イメージ）

おおよその原地形はこの図のとおりで深い沢地形となっていますが、法面崩落防止のための整地等をすることとしています。
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⑦現在の現場の状況

周辺への汚染拡散防止対策として遮水壁（長さ約９８０ｍ、平均深さ約２０ｍ、厚さ

約５０ｃｍ）を設置し、汚染水が周辺環境へ影響することを防止するとともに、現場内

の汚染水を処理するための浸出水処理施設が稼働しています。廃棄物撤去完了後のこれ

らの取扱いも今後の検討課題となっています。

⑧現場の土地所有者

青森県が土地所有者となっています。ただし、青森県が事業実施主体となること及び

将来とも土地所有者であることを前提にする必要はありません。
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参考別紙（田子町ホームページ） 


